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訪問調査日 平成　２３年　６月　１６日

・ＡＤＬの低下で歩行が不安定になられても、家の中では自由に動いていただき、事故に至る
ことの無いよう見守っています。
・重度の方でも出来るだけトイレで排泄していただく支援を心掛けています。
・民家改修型のため、障子や畳みなど、馴染みのある昔ながらの「靴を脱いだ暮らし」をがで
き、這いながら移動される方には、特に良さを発揮していただけています。
・入居者６名の少人数ならではのフットワークの良さを活かし、映画や花の観賞など、外出や
外食の機会を多くもつようにしています。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
有限会社が運営する民家改修型のグループホームです。ホームはバス停から近く、国道に面しており
車の便も良い場所にあります。大自然に恵まれた築４０年を迎える古民家に６名の利用者がゆったりと
暮らしています。ホームは運営責任者の生家でもあり、地域との連携はごく自然に行われ訪問者も多く
あります。自家製の野菜が豊富に実り、米は近くの農家で栽培した地元米を買い入れるなど新鮮な食
材を使った安全で美味しい食事を提供しています。また、びわ、スギナ、ヨモギなどをブレンドした香ば
しいほうじ茶を日常的に味わえるようにしています。職員の定着率が良く、利用者との馴染みの関係が
築かれており、利用者の意向を大切にした支援をしています。利用者が自由にのびのびと暮らせるよ
うに配慮し、外出支援にも力を入れるなど、家族と連携しながらサービス向上に努めています。
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63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

3. たまに

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての利用者が

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

1 社会福祉法人大阪府社会福祉協議会　福祉サービス第三者評価センター
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自己評価および外部評価結果 

自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

Ⅰ.理念に基づく運営 

1 1 

○理念の共有と実践 

地域密着型サービスの意義をふまえた

事業所理念をつくり、管理者と職員は、

その理念を共有して実践につなげてい

る 

「そのままのあなたでいい」、「老いる

自由を楽しみましょう」をホームの理念

として掲げ、地域に根ざした暮らしを大

切にしています。職員にはミーティング

を通じて理念を伝え、利用者には尊敬

と共感を持って関わり、理念を実践に

活かしています。 

 

ホーム理念「そのままのあなたでい

い」、「老いる自由を楽しみましょう」を

大切にして、地域の中でその人らしい

暮らしができるように支援しています。

管理者は理念を玄関に掲げ、職員とと

もに理念の実践に努めています。 

 

2 2 

○事業所と地域とのつきあい 

利用者が地域とつながりながら暮らし続

けられるよう、事業所自体が地域の一

員として日常的に交流している 

運営者の生家であり、周囲の農家の

方とは顔なじみの関係です。お米を購

入したり、野菜をいただいたりと普段か

ら交流しています。 

ホームは築後４０年を迎える古民家を

活用しており、運営責任者の生家でも

あるため、以前からの地域とのつなが

りを活かしたホーム運営をしています。

近所の農家から周辺の田んぼで収穫

されたお米を１年分購入したり、野菜を

もらったり、村の行事に参加したり、近

所の人が遊びに来られたり、地域との

つながりを活かした利用者支援をして

います。 

 

 

3  

○事業所の力を活かした地域貢献 

事業所は、実践を通じて積み上げてい

る認知症の人の理解や支援の方法を地

域の人々に向けて活かしている 

 

地域の行事には積極的に出向くように

しています。また、ホームに出入りして

いる地元の職人さん達とも交流が深

く、認知症への理解も深まっているよう

に感じます。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

4 3 

○運営推進会議を活かした取り組み 

運営推進会議では、利用者やサービス

の実際、評価への取り組み状況等につ

いて報告や話し合いを行い、そこでの意

見をサービス向上に活かしている 

運営推進会議では利用者やホームの

取り組み状況、外部評価の結果報告

について話し合い、サービス向上に活

かしています。 

 

運営推進会議は利用者家族、民生委

員、村役場職員、村議会議員等の参

加を得て年２回開催しています。委員

からは、村民のホーム活用について、

利用料金について、村役場の認知症

サポートキャラバンについて、利用者

の地域行事参加について等、ホーム

運営についての活発な意見交換が行

われています。ホームでは出された意

見や情報をサービス向上に活かしてい

ます。 

 

 

 

 

運営推進会議の運営要綱を定め、年６

回の定期開催を行うことが求められま

す。ホームでは当面年２回以上の開催を

めざしており、委員以外の村民にも参加

してもらえるように取り組む予定です。今

後、取り組みの成果が期待されます。 

5 4 

○市町村との連携 

市町村担当者と日頃から連絡を密に取

り、事業所の実情やケアサービスの取り

組みを積極的に伝えながら、協力関係

を築くように取り組んでいる 

運営推進会議には村職員が参加して

います。日頃から様々なことで相談し

ており、よき理解者として多数のアドバ

イスをいただき、サービスの質の向上

に努めています。 

村役場担当者とは日頃から交流があ

り、ホーム運営についての相談をした

り、情報交換をしたりしています。ま

た、運営推進会議の開催や定例化に

ついてもアドバイスを受けています。外

部評価結果については、その都度村

役場に持参し、報告しています。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

6 5 

○身体拘束をしないケアの実践 

代表者および全ての職員が「指定地域

密着型サービス指定基準及び指定地域

密着型介護予防サービス指定基準にお

ける禁止の対象となる具体的な行為」を

正しく理解しており、玄関の施錠を含め

て身体拘束をしないケアに取り組んでい

る 

全職員対象に年１回身体拘束に関す

る勉強会を開いており、全ての職員が

身体拘束をしないケアを行っていま

す。日中は交通量の多い国道沿いの

門扉以外は全て開錠しております。 

重要事項説明書に「高齢者虐待防止

法の遵守」及び｢身体拘束のないケア

の実践｣を明記しています。全職員に

身体拘束のないケアの実践について、

研修を行い徹底しています。ホーム玄

関を含むいくつかの出入り口はすべて

開錠しています。また、出入り口の門

扉２ヵ所にもカギはかけていない状況

です。 

 

7  

○虐待の防止の徹底 

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連

法について学ぶ機会を持ち、利用者の

自宅や事業所内での虐待が見過ごされ

ることがないよう注意を払い、防止に努

めている 

高齢者虐待防止の講演会に積極的に

参加するようにし、持ち帰って伝達講

習を行い、周知徹底を図っています。

普段から職員のストレス防止に気を配

り、何でも相談できる雰囲気作りを心

がけています。 

  

8  

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事

業や成年後見制度について学ぶ機会を

持ち、個々の必要性を関係者と話し合

い、それらを活用できるよう支援してい

る 

以前、成年後見制度を利用されていた

方がおられ、管理者や職員が学ぶ機

会を持ちました。職員が研修会に参加

し、伝達講習も行いました。 

  

9  

○契約に関する説明と納得 

契約の締結、解約また改定等の際は、

利用者や家族等の不安や疑問点を尋

ね、十分な説明を行い理解・納得を図っ

ている 

契約時に重要事項説明書を提示しサ

ービス内容をわかりやすく説明してい

ます。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

10 6 

○運営に関する利用者、家族等意見の

反映 

利用者や家族等が意見、要望を管理者

や職員ならびに外部者へ表せる機会を

設け、それらを運営に反映させている 

利用者や家族と信頼関係を結ぶように

職員全員で努め、何でも気軽に話して

いただけるような雰囲気作りを心がけ

ています。出された意見、要望は全職

員で検討し、反映させております。 

家族から出された要望や意見はその

都度記録に残して、実現するように取

り組んでいます。希望される家族には

毎回介護記録を見てもらい、希望や意

見を聴取しています。また、運営推進

会議で出された家族意見を大切にし

て、利用者支援に活かしています。 

 

 

11 7 

○運営に関する職員意見の反映 

代表者や管理者は、運営に関する職員

の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ

せている 

運営者や管理者は共に介護従業者で

もあるので、普段から職員の意見や提

案を聴く機会も多く、話し合いのもと、

運営にも反映させています。 

管理者や運営者は、日常的に職員の

意見を聞き尊重しています。さらに、月

１回の職員会議で意見交換を行い、ホ

ーム運営について職員からの提案等

を受けています。職員の定着率が高

く、職員は向上心を持って就業してい

ます。 

ホームでは中堅以上の職員が初心を忘

れず、向上心を持って働き続けられるよ

うに配慮しています。職員一人ひとりが１

年に１回自己評価を行い、自分を見つめ

直す機会を持てるように、外部研修への

参加を勧めたり、新入職員との合同勉強

会を行い、意見交換の場を設けるなどの

企画をしています。今後、取り組みの成

果が期待されます。 

 

 

 

12  

○就業環境の整備 

代表者は、管理者や職員個々の努力や

実績、勤務状況を把握し、給与水準、労

働時間、やりがいなど、各自が向上心を

持って働けるよう職場環境・条件の整備

に努めている 

個人の自己評価の機会を設け、職員

が向上心を持って働けるようにしてい

ます。また、それぞれの職員の個性や

特技を理解し、やりがいを持って働け

るよう努めています。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

13  

○職員を育てる取り組み 

代表者は、管理者や職員一人ひとりの

ケアの実際と力量を把握し、法人内外

の研修を受ける機会の確保や、働きな

がらトレーニングしていくことを進めてい

る 

常勤職員は認知症実践者研修を受講

しています。他にも、それぞれの職員

に適した外部研修の機会を作ったり、

定期的に社内勉強会を開き、スキルア

ップに努めています。 

  

14  

○同業者との交流を通じた向上 

代表者は、管理者や職員が同業者と交

流する機会を作り、ネットワークづくりや

勉強会、相互訪問等の活動を通じて、

サービスの質を向上させていく取り組み

をしている 

 

法人内のグループホームとは合同で

の行事を多く設け、職員同士の交流を

促し、サービスの振り返りと質の向上

に役立てています。機会があればより

多くの勉強会に参加し、同業者との交

流を通じてサービスの向上を目指した

い。 

  

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 

15  

○初期に築く本人との信頼関係 

サービスを導入する段階で、本人が困っ

ていること、不安なこと、要望等に耳を

傾けながら、本人の安心を確保するため

の関係づくりに努めている 

入居初期は利用者との信頼関係の構

築を最優先としています。利用者本人

をそのまま受け止め、転居による不安

を少しでも軽減できるような関係作りに

努めています。 

  

16  

○初期に築く家族等との信頼関係 

サービスを導入する段階で、家族等が

困っていること、不安なこと、要望等に

耳を傾けながら、関係づくりに努めてい

る 

これまでの経緯を家族から丁寧に伺

い、入居することへの罪悪感を最小限

にできるよう、意向や希望を伺っていま

す。また、連絡を密にとることで共に利

用者を支える関係作りを築けるように

心がけています。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

17  

○初期対応の見極めと支援 

サービスを導入する段階で、本人と家族

等が「その時」まず必要としている支援

を見極め、他のサービス利用も含めた

対応に努めている 

初期相談時に当ホームが満室で利用

いただけない時や、当ホームの利用に

該当されないと見極めた時には、必要

な該当サービスや相談先を紹介させて

いただきます。 

  

18  

○本人と共に過ごし支えあう関係 

職員は、本人を介護される一方の立場

におかず、暮らしを共にする者同士の関

係を築いている 

利用者の生活そのままが職員の生活

につながり、職員の気持ちはシビアに

利用者に伝わるので、お互い助け合い

の精神で生活しています。 

 

  

19  

○本人を共に支えあう家族との関係 

職員は、家族を支援される一方の立場

におかず、本人と家族の絆を大切にし

ながら、共に本人を支えていく関係を築

いている 

変調時には家族に報告し、常に状況を

共有するようにしています。共に入居

者を支えあえる関係を継続させるた

め、対話を密にするよう努めています。

  

20 8 

○馴染みの人や場との関係継続の支

援 

本人がこれまで大切にしてきた馴染み

の人や場所との関係が途切れないよ

う、支援に努めている 

利用者の家族や友人が訪ねてきたと

きは、自宅のように居心地良く過ごして

いただけるよう努めており、来訪は頻

繁です。 

 

 

 

 

ホームでは年賀状や暑中見舞い、手

紙など、利用者が家族や友人に送信

できるように取り組んでいます。また、

ホームの電話を提供して家族や友人と

希望される時に、いつでも話しができ

るように支援しています。友人や知人

が訪ねて来られたら歓迎して、ゆっくり

楽しく時間を過ごされるように配慮して

います。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

21  

○利用者同士の関係の支援 

利用者同士の関係を把握し、一人ひと

りが孤立せずに利用者同士が関わり合

い、支え合えるような支援に努めている

利用者は日中をほとんど居間で過ご

し、職員や利用者同士との関わりを持

たれています。食事中に横の方が食

べにくそうな時にはさりげなくお皿を動

かしてあげたり、ティッシュを渡してあ

げたりと、利用者同士の関わり合いが

日常的に見られます。 

 

  

22  

○関係を断ち切らない取り組み 

サービス利用（契約）が終了しても、これ

までの関係性を大切にしながら、必要に

応じて本人・家族の経過をフォローし、

相談や支援に努めている 

看取りをさせていただいた利用者のご

主人が想い出を辿って来所されお元

気な顔を見せてくださったり、昨年の猛

暑続きの折にはご機嫌伺いの電話を

入れたりと、これまでのつながりを大切

にしています。 

  

Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 

23 9 

○思いや意向の把握 

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意

向の把握に努めている。困難な場合

は、本人本位に検討している 

利用者の言動や家族から意向や以前

の生活を伺い、利用者の思いを汲み

取っています。また、本人の意向を伺

うのが困難な場合はなるべく本人本位

となるよう職員で話し合っています。 

 

 

 

 

職員は本人の意向を大切に支援して

います。食事、入浴、排泄など日常生

活支援については、その日の気分や

感情を察知して無理に勧めるのではな

く、意向を尊重し気持ち良く過ごせるよ

うに配慮しています。希望や意向の把

握が困難な場合には、表情や素振りを

見て対応しています。時には夜勤の時

間帯に個別にお茶を飲みながら、利用

者の本音を聞くこともあります。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

24  

○これまでの暮らしの把握 

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし

方、生活環境、これまでのサービス利用

の経過等の把握に努めている 

入居時に家族からこれまでの暮らしや

生活環境について伺うようにしていま

す。又、入居後にも利用者と家族との

会話の中から把握できることもあり、職

員間で共有するようにしています。 

  

25  

○暮らしの現状の把握 

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状

態、有する力等の現状の把握に努めて

いる 

利用者に合う過ごし方をしていただこう

と記録や引継ぎを基に、日々の心身状

態を常に気に留め、後退しないよう、で

きるだけ普通の生活をしていただいて

います。 

  

26 10 

○チームでつくる介護計画とモニタリン

グ 

本人がより良く暮らすための課題とケア

のあり方について、本人、家族、必要な

関係者と話し合い、それぞれの意見や

アイデアを反映し、現状に即した介護計

画を作成している 

介護計画作成にはミーティングで職員

が話し合い、家族や利用者の意向を

反映させて計画作成者が中心となって

作成しています。また、介護計画に添

ったケアを行うため毎日の生活記録や

バイタルチェックを行っています。 

 

 

 

計画作成担当者は事前に利用者や家

族の意向を確認し、ミーティングで出さ

れた利用者の課題と合わせて目標を

設定し、現状に添った介護計画書を作

成しています。介護計画書は本人や家

族に説明して了解を得ています。介護

計画書は職員間で共有し、実施記録を

基にモニタリングを行い、６～９ヵ月を

目途に見直しを行っています。 

 

 

 

27  

○個別の記録と実践への反映 

日々の様子やケアの実践・結果、気づ

きや工夫を個別記録に記入し、職員間

で情報を共有しながら実践や介護計画

の見直しに活かしている 

毎日の生活記録やバイタルチェック票

を個別に記録しており、職員間で情報

を共有しながらケアや介護計画の見直

しに活かしています。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

28  

○一人ひとりを支えるための事業所の

多機能化 

本人や家族の状況、その時々に生まれ

るニーズに対応して、既存のサービスに

捉われない、柔軟な支援やサービスの

多機能化に取り組んでいる 

通院の付き添い、役所の手続きの代

行、急変時に来訪された家族への食

事提供など、利用者や家族の意向に

添った支援を行っています。 

  

29  

○地域資源との協働 

一人ひとりの暮らしを支えている地域資

源を把握し、本人は心身の力を発揮し

ながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと

ができるよう支援している 

神社や民家の間の細い道に佇むお地

蔵さんに手を合わせながら散歩してい

ると、地域の歴史や人々の暮らしを垣

間見ることが出来、豊な自然と暖かい

人情のある土地に住む喜びを感じ話し

合っています。 

  

30 11 

○かかりつけ医の受診支援 

受診は、本人及び家族等の希望を大切

にし、納得が得られたかかりつけ医と事

業所の関係を築きながら、適切な医療

を受けられるように支援している 

主治医の定期的な往診を受けており、

家族へは報告しています。又、緊急時

にも素早い往診があります。職員は医

師に信頼を寄せており、家族も安心さ

れています。家族や利用者の希望で、

他の医療機関に受診の必要があれば

支援しています。 

利用者や家族がかかりつけ医を自由

に選択し、受診できるようにしていま

す。家族の都合がつかない場合には、

ホーム職員が付き添い受診支援をして

います。希望があれば、協力医療機関

から月１回の訪問診療を受けることが

できます。また、緊急時にも同医療機

関から往診を受けることができます。 

 

31  

○看護職との協働 

介護職は、日常の関わりの中でとらえた

情報や気づきを、職場内の看護職や訪

問看護師等に伝えて相談し、個々の利

用者が適切な受診や看護を受けられる

ように支援している 

計画作成者が看護師であるため、利

用者の健康状態を継続的に把握して

います。また、介護職員への指示、助

言に繋げています。 
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己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

32  

○入退院時の医療機関との協働 

利用者が入院した際、安心して治療で

きるように、又、できるだけ早期に退院

できるように、病院関係者との情報交換

や相談に努めている。あるいは、そうし

た場合に備えて病院関係者との関係づ

くりを行っている 

 

入院中は何度も様子を伺いに行き、医

療機関とも話し合いを重ね、早期に退

院できるよう努めています。 

 

 

 

 

  

33 12 

○重度化や終末期に向けた方針の共

有と支援 

重度化した場合や終末期のあり方につ

いて、早い段階から本人・家族等と話し

合い行い、事業所でできることを十分に

説明しながら方針を共有し、地域の関

係者と共にチームで支援に取り組んで

いる 

家族には入居時に終末期に対する意

向を伺い、実際に直面したときには再

度、意向を確認しています。医師や家

族と繰り返し話し合いの場を持ち、家

族の要望に添えるようできる限りの協

力をさせていただきます。 

 

 

重要事項説明書に「ターミナル期の支

援方針」を明記し、入居時に家族へ説

明しています。ホームでは日頃から利

用者や家族の意向を尊重し対応して

いますが、重度化した場合には再度意

向の確認をしています。また突然、状

態が変化した場合にも事前に確認して

いた終末期支援方針に添った対応をし

ています。 

 

 

 

 

34  

○急変や事故発生時の備え 

利用者の急変や事故発生時に備えて、

全ての職員は応急手当や初期対応の

訓練を定期的に行い、実践力を身に付

けている 

急変や事故発生時に備えて定期的に

勉強会を開いて職員全員が応急手当

や初期対応ができるよう訓練し、実践

力を身につけています。 
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自己評価 外部評価 自
己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

35 13 

○災害対策 

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜

を問わず利用者が避難できる方法を全

職員が身につけるとともに、地域との協

力体制を築いている 

消防署立会いの避難訓練を実施し、

適切なアドバイスを受けています。地

震や水害などのシュミレーションを描

き、敏速な行動が出来るよう職員間で

話し合っています。 

年に１回消防署立ち会いの災害時避

難訓練を行っています。また、日常的

に災害時の避難ルートを意識して、日

頃は使わない出入り口を活用して外へ

出る取り組みをしていますが、記録は

残していない状況です。災害時に備え

て水、米、野菜などの備蓄や携帯ガス

コンロなどの準備もしています。 

運営推進会議開催後、委員の参加を得

て災害時の避難訓練を行い、課題を共

有してはいかがでしょうか。運営推進会

議で災害時の対策や課題について助言

を受けたり、外部からの協力体制につい

て話し合ったりすることで、取り組みの強

化が期待されます。また、独自の避難訓

練を行った場合にも写真や記録を残し

て、利用者・家族・職員等で共有し、次回

に活かすことが期待されます。 

Ⅳ.その人らしい暮らしを続けるための日々の支援 

36 14 

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確

保 

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプラ

イバシーを損ねない言葉かけや対応を

している 

 

 

声掛けや言葉遣い、プライバシーの保

持には充分に気をつけるよう職員間で

確認し合っています。また、個人情報

や金銭記録は扉のある棚にて保管し、

目に触れにくくしています。 

利用者一人ひとりの尊厳を守り、プラ

イバシーに配慮した対応をしていま

す。職員が定着し馴染みの存在になっ

ていても、言葉使いや態度について利

用者への配慮を忘れないように職員

間で注意し合っています。利用者の個

人情報保護については職員の入職時

に契約書を交わし、厳重に対応してい

ます。 

ホームでは、職員が定着していることで、

言葉使いなどの対応が慣れ合いになら

ないように、さらに研修等に取り組む予

定です。今後、取り組みの成果が期待さ

れます。 

37  

○利用者の希望の表出や自己決定の

支援 

日常生活の中で本人が思いや希望を表

したり、自己決定できるように働きかけ

ている 

職員の利便性を押し付けるのではな

く、自己決定の機会を多く持つようにし

ています。自己決定が困難な方には

二者択一や、実際に物を見ていただく

など、選択しやすい支援を行っていま

す。 
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己 

外
部 項   目 

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

38  

○日々のその人らしい暮らし 

職員側の決まりや都合を優先するので

はなく、一人ひとりのペースを大切にし、

その日をどのように過ごしたいか、希望

にそって支援している 

食事、入浴、起床、就寝等、一人ひとり

のペースに合わせた支援を行っていま

す。希望を訴えることが出来ない方に

はその方本位となるよう努めていま

す。 

  

39  

○身だしなみやおしゃれの支援 

その人らしい身だしなみやおしゃれがで

きるように支援している 

訪問理美容を二ヶ月に一度利用してい

ます。利用者はおしゃれな方ばかりで

すてきに着こなしていただけるよう身だ

しなみを整え、毎日の衣装選びをして

いただいています。 

  

40 15 

○食事を楽しむことのできる支援 

食事が楽しみなものになるよう、一人ひ

とりの好みや力を活かしながら、利用者

と職員が一緒に準備や食事、片付けを

している 

 

 

隣接の畑で取れた野菜の皮むきや豆

の筋取りといった下ごしらえや、後片

付け等、利用者と一緒に調理を行い、

職員は同じ食事をいただきながら食事

介助を行います。切干大根や梅干、味

噌等の保存食も利用者と一緒に作っ

ています。 

 

 

食材は自家製の野菜や生協の宅配便

を活用しています。その日の調理を担

当する職員は利用者に食べたい献立

の希望を聞き、利用者とともに食材を

準備することから調理を始めます。利

用者には野菜の下ごしらえや後片付

けなどの得意な部分で活躍してもらっ

ています。職員も同じものを食べなが

ら自家製の野菜の味などを吟味した

り、利用者のおかずを食べやすいよう

に細かくしたりして、ともに食事の時間

を楽しんでいます。 
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外
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実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容 

41  

○栄養摂取や水分確保の支援 

食べる量や栄養バランス、水分量が一

日を通じて確保できるよう、一人ひとり

の状態や力、習慣に応じた支援をして

いる 

水分量や食事量は毎日記録していま

す。旬の自家製野菜中心の料理で、見

た目も大切にしています。咀嚼、嚥下

状況に応じた食事を提供し、食が進ま

ない方には数回に分けるなど臨機応

変に対応しています。 

  

42  

○口腔内の清潔保持 

口の中の汚れや臭いが生じないよう、

毎食後、一人ひとりの口腔状態や本人

の力に応じた口腔ケアをしている 

毎食後に口腔ケアを支援しています。

特に、義歯の方は口臭が生じないよう

配慮しています。 

 

  

43 16 

○排泄の自立支援 

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、

一人ひとりの力や排泄パターン、習慣を

活かして、トイレでの排泄や排泄の自立

にむけた支援を行っている 

 

排泄チェックシートから一人ひとりの排

泄パターンを把握してトイレに誘導す

ることで、失敗をなくす支援をしていま

す。重度の方にもトイレを使用していた

だき、なるべく座位での排泄を促してい

ます。 

利用者一人ひとりの体調や排泄間隔

を考慮した支援をしています。時にはト

イレでの排泄を好まれない場合もあり

ますが、その時の利用者の意向を尊

重して自室で行うなど、無理のない排

泄支援を心がけています。 

 

 

 

44  

○便秘の予防と対応 

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲

食物の工夫や運動への働きかけ等、

個々に応じた予防に取り組んでいる 

旬の自家製野菜中心の料理のため、

入居当初は酷い便秘症の方も緩和傾

向にあります。腹部マッサージを行っ

たり、便秘解消効果のある飲食物を勧

めたりと、普段から便秘の予防に努め

ています。 
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45 17 

○入浴を楽しむことができる支援 

一人ひとりの希望やタイミングに合わせ

て入浴を楽しめるように、職員の都合で

曜日や時間帯を決めてしまわずに、

個々にそった支援をしている 

毎日午後を入浴時間としています。重

度の方は 3 日に一度体調を考慮しな

がら二人介助にて入浴されています。

また、強い拒否の方には本人の希望と

タイミングを合わせるよう努め、貴重な

コミュニケーションの場として入浴を大

切にしています。 

 

 

入浴は毎日でも入れるように準備して

いますが、利用者は体調に合わせて

週に２～３回の入浴をしています。季

節に合わせて、菖蒲湯やゆず湯などを

用意して楽しむこともあります。入浴を

好まれない場合もあり、本人の意向を

大切にしながらもタイミングを見て入浴

を勧め、清潔が保てるように支援して

います。 

 

46  

○安眠や休息の支援 

一人ひとりの生活習慣やその時々の状

況に応じて、休息したり、安心して気持

ちよく眠れるよう支援している 

 

一人ひとりの睡眠や休息のパターンを

把握しており、利用者に合わせて入床

していだいています。夜間の睡眠不足

の方には昼夜逆転にならない程度に

お昼寝をしていただいています。 

  

47  

○服薬支援 

一人ひとりが使用している薬の目的や

副作用、用法や用量について理解して

おり、服薬の支援と症状の変化の確認

に努めている 

全職員が利用者一人ひとりの服薬状

況について把握し、詳細をいつでも確

認できるようにしています。服薬変更

時や症状の変化などについては引継

ぎ書にて情報を共有しています。 

  

48  

○役割、楽しみごとの支援 

張り合いや喜びのある日々を過ごせる

ように、一人ひとりの生活歴や力を活か

した役割、嗜好品、楽しみごと、気分転

換等の支援をしている 

廊下のモップがけ、洗濯畳み、食器拭

き、テーブルの片付けなどそれぞれの

得意分野を活かした役割を担っていた

だいています。ひざ掛けを編んだり、た

まの晩酌を楽しみにされている方もお

られます。 
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49 18 

○日常的な外出支援 

一人ひとりのその日の希望にそって、戸

外に出かけられるよう支援に努めてい

る。又、普段は行けないような場所で

も、本人の希望を把握し、家族や地域の

人々と協力しながら出かけられるように

支援している 

その日の体調に配慮して歩行可能な

方と車椅子を利用される方、それぞれ

コースを選んで散歩します。家族をお

誘いしての昼食を兼ねた外出を楽しみ

にされております。 

玄関を出て畑の周辺を散策したり、自

家製の野菜の収穫を楽しんだり、車の

行き交う表通りを下がって集落を越え

た場所にあるお地蔵さんまで出かけた

りすることもあります。外出を好まれな

い場合もあり、天気の良い日には外に

出て中庭で食事をしたりして、室内に

閉じこもらない支援を心がけています。

 

 

 

 

50  

○お金の所持や使うことの支援 

職員は、本人がお金を持つことの大切さ

を理解しており、一人ひとりの希望や力

に応じて、お金を所持したり使えるよう

に支援している 

現在お金を所持されている方はおられ

ません。必要な時には支援を行いたい

と思います。 

  

51  

○電話や手紙の支援 

家族や大切な人に本人自らが電話をし

たり、手紙のやり取りができるように支

援している 

ホームの電話は自由に使用でき、家

族からの電話を楽しみにされている方

もおられます。特に、年賀状は重度の

方にも一文字でも書いていただけるよ

う支援しています。 
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52 19 

○居心地のよい共有空間づくり 

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、

食堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとっ

て不快や混乱をまねくような刺激（音、

光、色、広さ、温度など）がないように配

慮し、生活感を採り入れて、居心地よく

過ごせるような工夫をしている 

 

特に共用部分の整理、清掃を心がけ、

不快の原因にならないよう努めていま

す。また、四季折々の貼り絵などを製

作し、単調になりがちな空間を季節あ

るものにしています。 

周辺には山や畑、田んぼなどがあり、

自然環境に恵まれています。表門、裏

門、勝手口など出入り口が多く、また

玄関や縁側、裏口など室内からの出

入口も多いので、非常災害時に避難し

やすい状況です。中央の畳の間にソフ

ァーを置いて居間として活用し、食堂

は台所と兼用にしています。少しの段

差はありますが、利用者がつまずかな

いように工夫をしています。トイレ、洗

面所、浴室はゆったりとして使いやすく

なっています。毎日拭き掃除を行って

おり、清潔感のあるホームです。 

 

53  

○共用空間における一人ひとりの居場

所づくり 

共用空間の中で、独りになれたり、気の

合った利用者同士で思い思いに過ごせ

るような居場所の工夫をしている 

共用部分のフロアや廊下など、あちこ

ちに椅子を置き、思い思いの場所で過

ごしていただけるよう工夫しています。

仲のよい利用者同士が楽しくおしゃべ

りされている姿を日常的に見ることが

できます。 

  

54 20 

○居心地よく過ごせる居室の配慮 

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や

家族と相談しながら、使い慣れたものや

好みのものを活かして、本人が居心地

よく過ごせるような工夫をしている 

 

利用者が一番リラックスできる空間で

あるよう工夫しています。また、訪問さ

れた家族とゆったり寛いでいただける

よう空間を広く取るようにしています。 

利用者の居室は和室にベッドを置いた

落ち着いた部屋が設定されています。

襖を開けると居間に通じる部屋もあり、

風通しが良く居室から外の景色も見ら

れます。室内には利用者の好みの家

具が置かれ、ゆったりとした個性のあ

る居室になっています。 
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55  

○一人ひとりの力を活かした安全な環

境づくり 

建物内部は一人ひとりの「できること」

「わかること」を活かして、安全かつでき

るだけ自立した生活が送れるように工

夫している 

民家改修のため利用者には馴染みの

ある生活空間だと思われます。自由に

歩き廻ることができ、好きな場所で過

ごしていただけるようにしています。 
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